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 研究課題と各章の対応は、次の通りである。すなわち、課題①は、第 1 章と第 2 章、課
題②は、第 3章、課題③は、第 4章から第 6章、課題④は、終章で論じている。 















































の 3 職種が配置されている。2015（平成 27）年 4 月末現在、その数は 4865 ヵ所にのぼり、











※福岡県立大学『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 27 巻第 2号（査読無）を修正加筆。 
 




























※福岡県立大学『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 27 巻第 2号（査読無）を修正加筆。 
 
第 4章 地域包括支援センター社会福祉士の地域支援に関するインタビュー調査 























第 5章 地域包括支援センター社会福祉士の実践に関するアンケート調査 
本章では、九州 8県の包括センター615ヵ所の社会福祉士（各 1名）を対象にアンケート














協働」（第 2 因子）、「住民主体の福祉活動の促進」（第 3 因子）、「地域支援における関係機
関等との連携・協働」（第 4因子）と命名した。この 4因子と社会福祉士の属性、組織の運









第 6 章 地域包括支援センターにおける地域ケア会議の実施状況と社会福祉士の実践面へ
の効果に関するアンケート調査 
本章では、九州 8県の包括センター639ヵ所の社会福祉士（各 1名）を対象にアンケート
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